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(57)【要約】
　ワイアレス通信のための方法が開示され、その方法は
複数のプリアンブルを送信すること、およびプリアンブ
ルのうちの１つに対する肯定応答をプリアンブルのうち
の別の１つの送信の間に検出することを含む。その方法
を実行するための装置もまた開示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のプリアンブルを送信することと、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を、前記プリアンブルのうちの別の1
つの送信の間に検出することと、
を備える、ワイアレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記送信が前記複数のプリアンブルを引き続いて送信することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記プリアンブルのうちの前記１つおよび前記プリアンブルのうちの前記別の１つは同
一である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記プリアンブルのそれぞれの１つはパルスのシーケンスを備え、前記検出は前記肯定
応答を前記パルスのうちの２つの送信の間に検出することを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記パルスのうちの前記２つは前記プリアンブルのうちの前記別の1つに関連する、請
求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記肯定応答はパルスの第２のシーケンスを備え、前記プリアンブルのうちの前記別の
１つに関連する前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは重複する
、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは部分的に重複する、請
求項６に記載の方法。
【請求項８】
　複数のプリアンブルを送信するように、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１つ
の送信の間に検出するように、
構成される処理システムを備える、ワイアレス通信ための装置。
【請求項９】
　前記送信は前記複数のプリアンブルを引き続いて送信することを備える、請求項８に記
載の装置。
【請求項１０】
　前記プリアンブルのうちの前記１つおよび前記プリアンブルのうちの前記別の１つ
は同一である、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プリアンブルのそれぞれの１つはパルスのシーケンスを備え、前記検出は前記肯定
応答を前記パルスのうちの２つの送信の間に検出することを備える、請求項８に記載の装
置。
【請求項１２】
　前記パルスのうちの前記２つは、前記プリアンブルのうちの前記別の１つに関連する、
請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記肯定応答はパルスの第２のシーケンスを備え、前記プリアンブルのうちの前記別の
１つに関連する前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは重複する
、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは部分的に重複する、請
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求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　複数のプリアンブルを送信するための手段と、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１つ
の送信の間に検出するための手段と、
を備える、ワイアレス通信のための装置。
【請求項１６】
　前記送信手段は前記複数のプリアンブルを引き続いて送信するための手段を備える、請
求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記プリアンブルのうちの前記１つおよび前記プリアンブルのうちの前記別の１つは同
一である、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記プリアンブルのそれぞれの１つはパルスのシーケンスを備え、前記検出手段は前記
肯定応答を前記パルスのうちの２つの送信の間に検出するための手段を備える、請求項１
５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記パルスのうちの前記２つは前記プリアンブルのうちの前記別の１つに関連する、請
求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記肯定応答はパルスの第２のシーケンスを備え、前記プリアンブルのうちの前記別の
１つに関連する前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは重複する
、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは部分的に重複する、請
求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　複数のプリアンブルを送信するように、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１つ
の送信の間に検出するように
実行可能な命令を備える機械読み取り可能媒体を備える、ワイアレス通信のためのコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項２３】
　感知されたデータを生成するように構成されるセンサと、
　前記センサに連結され、
　　複数のプリアンブルを送信するように、
　　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１
つの送信の間に検出し、前記感知されたデータの後の通信のための通信を確立するように
、
　構成される処理システムと、
を備える、感知デバイス。
【請求項２４】
　トランスジューサと、
　前記トランスジューサに連結され、
　　複数のプリアンブルを送信するように、
　　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１
つの送信の間に検出し、前記トランスジューサによって使用可能なデータの後の通信のた
めの通信を確立するように、
　構成される処理システムと、
を備えるヘッドセット。



(4) JP 2013-518461 A 2013.5.20

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の説明は、一般的に通信システムに、より具体的にはプリアンブル送信の間の肯定
応答検出のための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ある特定のワイアレスシステムにおいて、２つのデバイスが通信し得る前に、それらは
組み合わされて(paired)いなければならない。組み合わせのプロセスは通常、捕捉(acqui
sition)プロセスを含む。ワイアレス通信のためのプリアンブルシーケンスは捕捉プロセ
スの一部として使用される。プリアンブルの目的は、それぞれのワイアレスデバイス内の
受信機が、受信データクロックを送信データクロックに同期させるために使用される、受
信機のデジタル位相ロックループのロックを達成するための時間を許容することである。
プリアンブルの第１のビットが受信される時点で、それぞれの受信機は不定の(arbitrary
)状態であり得る。プリアンブルを検出する過程の間、それは正しい位相を得るが、しか
しそうする際にそれは多くのサンプルを捕捉することを必要とし得る。一度受信機がプリ
アンブルを捕捉してしまうと、それは肯定応答（ＡＣＫ）を送信することになる。
【０００３】
　ワイアレスデバイスは、それが別のワイアレスデバイスからＡＣＫを受信する前にプリ
アンブルの複数のコピーを送信することを必要とし得る。一度ＡＣＫが検出されてしまう
と、その後ワイアレスデバイスはプリアンブルを送信することを止めることができ、そし
てペイロードを送信することに続くことができる。プリアンブルの送信の間、ワイアレス
デバイスはＡＣＫを受信することができない。従って、もしプリアンブルが長く、ならび
に／もしくはプリアンブルの送信とＡＣＫを待つこととの間のデューティサイクルが短い
場合、そのプロセスは長期にわたり(lengthy)得る。
【０００４】
　従って、上記で説明された欠陥の１つまたは複数に取り組むことが望ましいだろう。
【発明の概要】
【０００５】
　以下は、1つまたは複数の態様の基本的な理解を提供するためにそのような態様の簡略
化された概要を示す。この概要は、全ての考慮される態様の広範囲に渡る概観ではなく、
全ての態様のキーとなるもしくは重大な要素を識別することも、いずれかの、もしくは全
ての態様の範囲を描き出すこともしないことが意図されている。その唯一の目的は、後に
示されるより詳細な説明への序章として簡略化された形態で１つまたは複数の態様のいく
つかの概念を示すことである。
【０００６】
　様々な態様に従って、その主要な革新はワイアレス通信を提供する装置および方法に関
し、ここにおいてワイアレス通信のための方法は複数のプリアンブルを送信すること、お
よびプリアンブルのうちの１つに対する肯定応答をプリアンブルのうちの別の１つの送信
の間に検出することを含む。
【０００７】
　別の態様において、複数のプリアンブルを送信するように、ならびにプリアンブルのう
ちの１つに対する肯定応答をプリアンブルのうちの別の１つの送信の間に検出するように
構成される処理システムを含む、ワイアレス通信のための装置が提供される。
【０００８】
　また別の態様において、複数のプリアンブルを送信するための手段、およびプリアンブ
ルのうちの１つに対する肯定応答をプリアンブルのうちの別の１つの送信の間に検出する
ための手段を含む、ワイアレス通信のための装置が提供される。
【０００９】
　また別の態様において、複数のプリアンブルを送信するように、ならびにプリアンブル
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のうちの１つに対する肯定応答をプリアンブルのうちの別の１つの送信の間に検出するよ
うに実行可能な命令を備える機械読み取り可能媒体を含む、ワイアレス通信のためのコン
ピュータプログラム製品が提供される。
【００１０】
　また別の態様において、感知されたデータを生成するように構成されるセンサ、および
センサに連結され、複数のプリアンブルを送信するように、ならびにプリアンブルのうち
の１つに対する肯定応答をプリアンブルのうちの別の１つの送信の間に検出し、感知され
たデータの後の通信のための通信を確立するように構成される処理システムを含む、感知
デバイスが提供される。
【００１１】
　また別の態様において、トランスジューサ、およびトランスジューサに連結され、複数
のプリアンブルを送信するように、ならびにプリアンブルのうちの１つに対する肯定応答
をプリアンブルのうちの別の１つの送信の間に検出し、トランスジューサによって使用可
能なデータの後の通信のための通信を確立するように構成される処理システムを含む、ヘ
ッドセットが提供される。
【００１２】
　前述のおよび関連する目的の達成のために１つまたは複数の態様は、以下で十分に説明
され、特許請求の範囲で特に指し示される特徴を備える。以下の説明および添付の図面は
、1つまたは複数の態様のある特定の例示的な態様を詳細に記述する。しかしながらこれ
らの態様は、様々な態様の本質が用いられ得る様々な方法のほんの数例を示しており、説
明される態様は全てのそのような態様およびそれらの均等物を含むように意図されている
。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】従来のプリアンブル送信および検出スキームの図。
【図２】本開示の態様に従って構成されるプリアンブル送信および検出スキームの図。
【図３】本開示の態様に従って構成される別のプリアンブル送信および検出スキームの図
。
【図４】本開示の態様に従って構成されるワイアレス通信ネットワークの図。
【図５】図４のワイアレス通信ネットワーク内のワイアレスノードにおけるフロントエン
ドの処理システムを含むワイアレスノード。
【図６】本開示のある態様に従って構成されるプリアンブル送信スキームの間の肯定応答
検出の動作を例示するフロー図。
【図７】本開示のある態様に従ってプリアンブル送信の間に肯定応答検出を実行するため
の装置の機能性を例示するブロック図。
【詳細な説明】
【００１４】
　新たなシステム、装置、および方法の様々な態様が添付の図面を参照して以下でより十
分に説明される。しかしながら本明細書で開示される教示は、多くの異なる形態で具現化
され得、本開示全体を通して示される任意の特定の構造もしくは機能に限定されるとして
解釈されるべきではない。むしろこれらの態様は、本開示が徹底的および完全になるよう
に、ならびに本開示の範囲を当業者に十分に伝達することになるように提供される。本明
細書の教示に基づいて、本開示の範囲が、本開示の任意の他の態様と連結して実行されよ
うと独立して実行されようと、本明細書で開示される新たなシステム、装置および方法の
任意の態様をカバーするように意図されていることを当業者は認識すべきである。例えば
、本明細書で記述されている態様の任意の数を使用して装置は実装され得る、もしくは方
法は実行され得る。加えて本開示の範囲は、本明細書で記述されている開示の様々な態様
の他に、もしくはそれらに加えて他の構造、機能性、もしくは構造と機能を使用して実行
されるそのような装置もしくは方法をカバーするように意図されている。本明細書で開示
されるいずれの態様も、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され得ることは理
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解されるべきである。
【００１５】
　デバイスはそれぞれのパケットの始まりでプリアンブルのシーケンスを利用する。プリ
アンブルは２つのデバイス間の通信の確立の間に使用される。最も一般的な形態において
、捕捉プリアンブルはパルスのシーケンスから成り、それぞれのパルスはホッピング（ｈ
ｏｐｐｉｎｇ）シーケンスを実行するためにいくつかの位置のうちの１つに置かれ、ここ
においてそれぞれのパルスは「０」もしくは「１」を示すことができる。パルスのシーケ
ンスは、他のデバイスがプリアンブルを捕捉することを許容するために予め決められた数
の回数、送信され得る。
【００１６】
　受信機で、入ってくる信号は、予め決められた数の２値(binary)のサンプルが１つのホ
ップインターバルから集められるようにサンプリングされる。プリアンブルのそれぞれの
反復に関して受信機は数千のサンプルを集め得る。受信機はサンプル収集処理をプリアン
ブル送信の間のランダムな時点で始め、プリアンブルシーケンスの開始時点を識別しよう
と試みる。受信機は、どのようにプリアンブルを受信すべきか決定するために仮説(hypot
heses)のそれぞれをテストしなければならない。加えてプリアンブルを送信しているデバ
イスは、プリアンブルの送信の間、受信することができない。従って、受信機がプリアン
ブルを識別および肯定応答することを試みている間、それは電力を消費している。
【００１７】
　低／高ＳＮＲモードのような、２つのモードの通信を有するデバイスにおいて、デバイ
スは高ＳＮＲ環境においてよりも低ＳＮＲ環境においてより高い数のパルスを必要とする
ことになる（６４個のパルスに対して２５６個のパルス）。結果として、低ＳＮＲ環境に
おいて動作するデバイスは、捕捉するのにより長い時間のインターバルを要求し、それは
クロックドリフトにより増幅させられる。さらに、低ＳＮＲ環境におけるデバイスは、Ｓ
ＮＲがリンクバジェットの関数であるので、効率的に通信するためにより高い電力を要求
する。特にＳＮＲが低いとき、デバイスはまた、送信電力を増やすことも必要とする。従
って、捕捉を達成するためのより長い時間は、プリアンブルの送信機にとってももちろん
受信機にとっても電力消費を増加させる。
【００１８】
　従来のプリアンブル送信および肯定応答スキームは図１において例示され、そこではワ
イアレスデバイスＡのようなワイアレスデバイスがプリアンブルを送信し、そしてその後
ワイアレスデバイスＢのような別のワイアレスデバイスからの肯定応答を探索する。もし
肯定応答パケットを見つけられない場合、それはプリアンブルを引き続き送信する。もし
肯定応答が見つけられる場合、それはペイロードを送信することに移行する。プリアンブ
ルおよび肯定応答パケットが長いとき、この手順は長い捕捉時間を被る。
【００１９】
　送信後探索の代わりに、本開示のある態様においてワイアレスデバイスは、図２で表示
されているような、プリアンブルを送信している間に肯定応答を探索するように構成され
得る。もし、パルス反復時間を長いままにしておきながら、送信デューティサイクルが低
い場合にこれは可能である。送信と受信の間の衝突は、もしプリアンブルおよび肯定応答
パケットが適合(match)するように設計される場合完全に回避され得る。肯定応答パケッ
トは、ワイアレスデバイスＢにある程度の処理時間を認めるためにプリアンブルと比べて
、短縮されることができる。提案された手法は捕捉時間を低減し、電力消費を節約する。
【００２０】
　図３は本開示の態様に従って第２のプリアンブル送信および検出スキーム３００を例示
しており、ここにおいて送信はサイレンスの期間によって分けられ、スキャンが送信のど
こかの時点で始まり、サイレンス期間にまで及ぶ。これは、スキャンが送信の後に始まり
、そしてサイレンス期間に完全に当てはまる図１とは異なる。
【００２１】
　本開示全体を通して示される１つまたは複数の態様をサポートするために適当な短距離
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通信ネットワークの例が図４において例示される。ネットワーク４００は、任意の適当な
無線技術もしくはワイアレスプロトコルを使用して通信する様々なワイアレスノードを伴
って表示される。例として、ワイアレスノードはウルトラワイドバンド（ＵＷＢ）技術を
サポートするように構成され得る。代わりとして、ワイアレスノードは、いくつかの例を
挙げると、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）もしくはＩＥＥＥ８０２．１１のような様々
なワイアレスプロトコルをサポートするように構成され得る。
【００２２】
　ネットワーク４００は、他のワイアレスノードと通信するコンピュータ４０２と共に表
示されている。この例においてコンピュータ４０２はデジタルカメラ４０４からデジタル
写真を受信し、プリントするためにプリンタ４０６にドキュメントを送信し、パーソナル
デジタルアシスタント（ＰＤＡ）４０８上のｅ－ｍａｉｌと同期し、音楽ファイルをデジ
タルオーディオプレイヤ（例えば、ＭＰ３プレイヤ）４１０に転送し、データおよびファ
イルを移動記憶デバイス４１２にバックアップし、ならびにワイアレスハブ４１４を介し
て遠隔ネットワーク（例えば、インターネット）と通信し得る。ネットワーク４００はま
た、着用可能かもしくは人間の体に埋め込まれるかのどちらかの、多くの移動可能な、お
よび小型のノードを含み得る。例として、人はコンピュータ４０２からストリームで流さ
れるオーディオを受信するヘッドセット４１６（例えば、ヘッドフォン、イヤホンなど）
、コンピュータ４０２によって設定される時計４１８、および／もしくは生命に関わる体
のパラメータ(vital body parameters)を観察するセンサ４２０（例えば、バイオメトリ
ックセンサ、心拍モニタ、歩数計、およびＥＫＧデバイスなど）を着用し得る。
【００２３】
　短距離通信をサポートするネットワークとして表示されているけれども、本開示全体を
通じて示される態様はまた、ほんの数例を挙げると、エボリューションデータオプティマ
イズド（ＥＶ－ＤＯ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、符号分割多元接続
（ＣＤＭＡ）２０００、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）、もしくは広帯域ＣＤ
ＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）を例として含む任意の適当なワイアレスプロトコルをサポートする
広域ネットワークにおける通信をサポートするようにも構成され得る。代わりとして、ワ
イアレスノードは、ケーブルモデム、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、光ファイバー、イー
サネット（登録商標）、ＨｏｍｅＲＦ、もしくは任意の他の適当な有線アクセスプロトコ
ルを使用する有線通信をサポートするように構成され得る。
【００２４】
　いくつかの態様においてワイアレスデバイスは、インパルスに基づくワイアレス通信リ
ンクを介して通信し得る。例えば、インパルスに基づくワイアレス通信リンクは、比較的
短い長さ（例えば、数ナノセカンド以下のオーダ）、および比較的広い帯域幅を有するウ
ルトラワイドバンドパルスを利用し得る。いくつかの態様において、ウルトラワイドバン
ドパルスは、約２０％以上のオーダの部分的な帯域幅を有し得る、および／もしくは約５
００ＭＨｚ以上のオーダの帯域幅を有し得る。
【００２５】
　本明細書における教示は、様々な装置（例えば、デバイス）に組み込まれ得る（例えば
、それらの装置内で実行される、もしくはそれらの装置によって実行される）。例えば、
本明細書において教示される１つまたは複数の態様は、電話（例えば、携帯電話）、パー
ソナルデータアシスタント（「ＰＤＡ」）、娯楽デバイス（例えば、音楽もしくはビデオ
デバイス）、ヘッドセット（例えば、ヘッドフォン、イヤホンなど）、マイクロホン、医
療用感知デバイス（例えば、バイオメトリックセンサ、心拍モニタ、歩数計、ＥＫＧデバ
イス、スマートバンデージ（ｓｍａｒｔ　ｂａｎｄａｇｅ）など），ユーザＩ／Ｏデバイ
ス（例えば、時計、遠隔制御、電灯のスイッチ、キーボード、マウスなど）、環境感知デ
バイス（例えば、タイヤ空気圧モニタ）、医療用もしくは環境感知デバイスからデータを
受信し得るモニタ、コンピュータ、販売時点管理（ｐｏｉｎｔ－ｏｆ－ｓａｌｅ）デバイ
ス、娯楽デバイス、補聴器、セットトップボックス、もしくは任意の他の適当なデバイス
に組み込まれ得る。
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【００２６】
　これらのデバイスは異なる電力およびデータ要件を有し得る。いくつかの態様において
、本明細書における教示は、（例えば、インパルスに基づくシグナリングスキームおよび
低デューティーサイクルモードの使用を通じて）低電力のアプリケーションにおける使用
のために適合され得、（例えば、高帯域幅パルスの使用を通じて）比較的高いデータレー
トを含む様々なデータレートをサポートし得る。
【００２７】
　様々な態様もしくは特徴は、多くのデバイス、コンポーネント、モジュールなどを含み
得るシステムの観点から示されることになる。様々なシステムが追加のデバイス、コンポ
ーネント、モジュールなどを含み得、ならびに／あるいは、図と関係して論じられる、デ
バイス、コンポーネント、モジュールなどの全てを含むとは限らない場合があることは理
解および認識されるべきである。これらの手法の組み合わせもまた使用され得る。当業者
が容易に認識することになるように、本明細書で説明される態様は任意の他の装置、シス
テム、方法、プロセス、デバイス、もしくは製品に拡大され得る。
【００２８】
　図５はＰＨＹ層の信号処理機能の例を例示するワイアレスデバイス５００の概念的ブロ
ック図である。受信モードにおいて、アナログフロントエンド５１０は、アンテナ５０６
からデータを受信する。信号は、受信ノードで前方向誤り訂正（ＦＥＣ）を容易にするた
めに、多くは変調（例えば、ターボコード）される。アナログフロントエンドからの信号
は復調器５２０に供給され得る。復調器５２０は変調シンボルを単一のストリームに結合
する。そのストリームはその後、復号器５３０に送信される。一度復号されるとストリー
ムは、信号コンステレーション内の正しい位置に変調シンボルを変換して戻すために使用
され得る、データプロセッサ５４０に送信される。送信モードにおいて符号器５６０およ
び変調器５５０は、それぞれ復号器５３０および復調器５２０の逆動作を実行するために
使用される。特に符号器５６０および変調器５５０は、アナログフロントエンド５１０に
送信するための変調シンボルを符号化および作成するためにデータプロセッサ５４０から
ストリームを受信する。
【００２９】
　ワイアレスデバイスは、受信動作用の復調器５２０および復号器５３０、ならびに送信
動作用の符号器５６０および変調器５５０の動作のために格納されたプリアンブル５０４
を使用することになるプリアンブルプロセッサ５０２を含む。例えば、格納されたプリア
ンブル５０４は捕捉プロセスの間、符号器５６０および変調器５５０を使用して別のワイ
アレスデバイスに送信され得る。メモリ５０８は、プリアンブルプロセッサ５０２に接続
され、一般的に捕捉プロセスおよび通信プロセスにとって必要な情報を格納するために使
用され得る。例えば、ワイアレスデバイスがプリアンブルの受信側にある組み合わせ動作
の間、メモリ５０８は仮説をテストするためにプリアンブルの受信されたサンプルを格納
するように使用され得る。
【００３０】
　図６は、ステップ６０２においてワイアレスデバイスが複数のプリアンブルを送信する
プリアンブル送信の間の肯定応答検出のためにワイアレスデバイスによって実行されるプ
ロセス６００を例示している。本開示のある態様において、プリアンブルは送信間にいず
れの隔たりも無く引き続いて送信される。しかしながら、たとえプリアンブルが送信間に
いずれの隔たりも無く引き続いて送信されるとしても、間隔がプリアンブルのそれぞれの
パルスの間に挿入される。ステップ６０４において、ワイアレスデバイスはプリアンブル
のうちの１つに対する肯定応答をプリアンブルのうちの別の１つの送信の間に検出するこ
とになる。ステップ６０６において、もしワイアレスデバイスが肯定応答を検出する場合
、それはその後パケットのデータ部分を引き続いて送信することになる。本開示のある態
様において、ステップ６０６はパケットのデータ部分が送信される必要があるときに実行
される。
【００３１】
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　図７は本開示のある態様に従って装置７００の機能性を例示する図である。装置７００
は、複数のプリアンブルを送信するためのモジュール７０２およびプリアンブルのうちの
１つに対する肯定応答をプリアンブルのうちの別の１つの送信の間に検出するモジュール
７０４を含む。
【００３２】
　１つまたは複数の態様において、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、もしくはそれらの任意の組み合わせにおいて実行され得る。ソフトウェア
において実行される場合、機能はコンピュータ読み取り可能媒体上に１つまたは複数の命
令もしくはコードとして格納もしくは送信され得る。コンピュータ読み取り可能媒体は、
１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含
む通信媒体およびコンピュータ記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによっ
てアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定としてではなく例として、そ
のようなコンピュータ読み取り可能媒体は、ＲＡＭ，ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯ
Ｍもしくは他の光学ディスク記憶媒体、磁気ディスク記憶媒体、もしくは他の磁気記憶デ
バイス、もしくは命令もしくはデータ構造の形態で望ましいプログラムコードを搬送もし
くは格納するように使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体
を備え得る。また、任意の通信手段（ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）がコンピュータ読み取り可
能媒体として称され得る。例えば、もしソフトウェアがウェブサイト、サーバ、もしくは
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、も
しくは赤外線、無線、およびマイクロウェーブのようなワイアレス技術を使用して他の遠
隔ソースから送信される場合、そのときは同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイス
トペア、ＤＳＬ、もしくは赤外線、無線、およびマイクロウェーブのようなワイアレス技
術は媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるように、ディスク（ｄｉｓｋ）および
ディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、
レーザディスク（ｌａｓｅｒ　ｄｉｓｃ）、光学ディスク（ｏｐｔｉｃａｌ　ｄｉｓｃ）
、デジタルバーサタイルディスク（ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｃ）（
ＤＶＤ），フロッピー（登録商標）ディスク（ｆｌｏｐｐｙ（登録商標）　ｄｉｓｋ）お
よびブルーレイディスク（ｂｌｕ－ｒａｙ　ｄｉｓｃ）を含み、ここにおいてディスク（
ｄｉｓｃ）が大抵レーザを用いて光学的にデータを再現するのに対し、ディスク（ｄｉｓ
ｋ）は大抵磁気的にデータを再現する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読み取り
可能媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００３３】
　本明細書で開示される態様と関係して説明される様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、プロセッサ、手段、回路、およびアルゴリズムステップのいずれも、電子ハードウ
ェア（例えば、ソースコーディングもしくはいくつかの他の技法を使用して設計され得る
、デジタル実行、アナログ実行、もしくはその二つの組み合わせ）、（本明細書で便宜上
「ソフトウェア」、もしくは「ソフトウェアモジュール」として称され得る）命令を組み
込む様々な形態のプログラムもしくは設計コード、もしくは両方の組み合わせとして実行
され得ることを当業者は更に認識するだろう。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性
を明確に例示するために、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路
、およびステップが概してそれらの機能性の点から上記で説明されてきた。そのような機
能が実行されるのがハードウェアとしてかソフトウェアとしてかは全体のシステムに課さ
れる特定のアプリケーションおよび設計制限によって決まる。当業者は、それぞれの特定
のアプリケーション用の様々な方法において説明された機能性を実行し得るが、しかしそ
のような実行決定は本明細書で開示される態様の範囲からの逸脱を引き起こすものとして
解釈されるべきではない。
【００３４】
　本明細書で開示される態様と関係して説明される様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、および回路は集積回路（「ＩＣ」）、アクセス端末、もしくはアクセスポイントに
よって実行され得る、もしくはそれらの中に実装され得る。ＩＣは汎用プロセッサ、デジ
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タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、もしくは他のプログラム可能論理デバイス、ディス
クリートゲートもしくはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェアコンポーネント
、電子コンポーネント、光学コンポーネント、機械コンポーネント、もしくは本明細書で
説明される機能を実行するために設計されたそれらの任意の組み合わせを備え得、ＩＣ内
、ＩＣの外部、もしくはその両方に備わるコードもしくは命令を実行し得る。汎用プロセ
ッサはマイクロプロセッサであり得、しかし代わりとして、プロセッサは任意の従来のプ
ロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、もしくはステートマシンであり得る。
プロセッサはまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組み合わせ、複数のマイク
ロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、もしくは任
意の他のそのような構成といった、コンピューティングデバイスの組合せとしても実行さ
れ得る。
【００３５】
　任意の開示されたプロセスにおけるステップの任意の特定の順序もしくは階層はサンプ
ルの手法の例であると理解される。設計選好に基づいて、プロセスにおけるステップの特
定の順序および階層は、本明細書で開示される態様の範囲内に留まりながら再整理され得
ることは理解される。添付の方法の請求項は、サンプルの順序における様々なステップの
要素を示し、示された特定の順序もしくは階層に限定されることは意図されていない。
【００３６】
　本明細書で開示される態様と関係して説明される方法もしくはアルゴリズムのステップ
は、直接ハードウェア内で、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール内で
、もしくはその二つの組み合わせの中で具現化され得る。（例えば、実行可能な命令およ
び関連するデータを含む）ソフトウェアモジュールおよび他のデータは、ＲＡＭメモリ、
フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、
ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、もしくは当技術分野内で既知の
コンピュータ読み取り可能記憶媒体の任意の他の形態のようなデータメモリに備わり得る
。サンプルの記憶媒体は、例えば（本明細書で便宜上「プロセッサ」と称され得る）コン
ピュータ／プロセッサのような機械に結合され得、そのようなプロセッサは情報（例えば
、コード）を記憶媒体から読み込む、もしくは情報を記憶媒体に書き込むことができる。
サンプルの記憶媒体はプロセッサに一体化し得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ
に備わり得る。ＡＳＩＣはユーザ装置に備わり得る。代わりとして、プロセッサおよび記
憶媒体は、ユーザ装備内にディスクリートコンポーネントとして備わり得る。更にはいく
つかの態様において任意の適当なコンピュータプログラム製品が、本明細書で開示される
態様の１つまたは複数に関連する（例えば、少なくとも１つのコンピュータによって実行
可能な）コードを備えるコンピュータ読み取り可能媒体を備え得る。いくつかの態様にお
いて、コンピュータプログラム製品はパッケージングマテリアルを備え得る。
【００３７】
　前述の説明は、いずれの当業者も本開示の範囲全体を十分に理解することを可能にする
ために提供される。本明細書において開示される様々な構成への変更は当業者には容易に
明らかになる。従って、特許請求の範囲は本明細書で説明される開示の様々な態様に限定
されることは意図されておらず、しかし特許請求の範囲の用語と一貫する範囲全体が認容
されることが意図されており、ここにおいて単数形の要素への言及は、特別にそのように
述べられない限り、「１つおよびたった一つ」を意味するように意図されておらず、むし
ろ「１つまたは複数の」を意味するように意図されている。更に特許請求の範囲で使用さ
れているような「ａ、ｂ、ｃのうちの少なくとも１つ」という表現は、ａ、ｂ、もしくは
ｃ、あるいはそれらの任意の組み合わせを対象とした請求項として解釈されるべきである
。特別に別の方法で述べられない限り、「いくつか」もしくは「少なくとも１つ」という
用語は１つまたは複数の要素を表す。当業者には後に既知となる、もしくは既知である本
開示全体を通して説明された様々な態様の要素への全ての構造的および機能的均等物は、
参照によって明示的に本明細書に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されることが
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意図されている。さらには、本明細書で開示されるものはどれも、そのような開示が特許
請求の範囲に明確に記載されているかどうかに関わらず、公共に捧げられるように意図さ
れていない。どの請求項の要素も、要素が「ための手段」という表現を使用して明示的に
記載されていない限り、もしくは方法の請求項の場合、要素が「ためのステップ」という
表現を使用して記載されていない限り、米国特許法１１２条、第６段落の規定の下、解釈
されるべきではない。
【００３８】
　前述の開示は例示的な態様および／もしくは態様を論じているとしても、様々な変化お
よび変更は添付の特許請求の範囲で定義されるような説明された態様および／もしくは態
様の範囲から逸脱することなく本明細書においてなされ得ることは留意されたい。更には
説明された態様および／もしくは態様の要素は単数形で説明され得る、もしくは主張され
得るとしても、単数形への限定が明示的に述べられない限り、複数形が考慮される。加え
て、任意の態様および／もしくは態様の全て、あるいは一部は、別の方法で述べられない
限り、任意の他の態様および／もしくは態様の全て、あるいは一部と共に利用され得る。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月20日(2012.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のプリアンブルを送信することと、ここにおいて前記プリアンブルのそれぞれの１
つはパルスのシーケンスを備え、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を、前記プリアンブルのうちの別の1
つの送信の間に検出することと、
を備える、ワイアレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記送信が前記複数のプリアンブルを引き続いて送信することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記プリアンブルのうちの前記１つおよび前記プリアンブルのうちの前記別の１つは同
一である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記検出は前記肯定応答を前記パルスのうちの２つの送信の間に検出することを備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記パルスのうちの前記２つは前記プリアンブルのうちの前記別の1つに関連する、請
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求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記肯定応答はパルスの第２のシーケンスを備え、前記プリアンブルのうちの前記別の
１つに関連する前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは重複する
、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは部分的に重複する、請
求項６に記載の方法。
【請求項８】
　複数のプリアンブルを送信するように、ここにおいて前記プリアンブルのそれぞれの１
つはパルスのシーケンスを備え、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１つ
の送信の間に検出するように、
構成される処理システムを備える、ワイアレス通信ための装置。
【請求項９】
　前記送信は前記複数のプリアンブルを引き続いて送信することを備える、請求項８に記
載の装置。
【請求項１０】
　前記プリアンブルのうちの前記１つおよび前記プリアンブルのうちの前記別の１つ
は同一である、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記検出は前記肯定応答を前記パルスのうちの２つの送信の間に検出することを備える
、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記パルスのうちの前記２つは、前記プリアンブルのうちの前記別の１つに関連する、
請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記肯定応答はパルスの第２のシーケンスを備え、前記プリアンブルのうちの前記別の
１つに関連する前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは重複する
、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは部分的に重複する、請
求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　複数のプリアンブルを送信するための手段と、ここにおいて前記プリアンブルのそれぞ
れの１つはパルスのシーケンスを備え、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１つ
の送信の間に検出するための手段と、
を備える、ワイアレス通信のための装置。
【請求項１６】
　前記送信手段は前記複数のプリアンブルを引き続いて送信するための手段を備える、請
求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記プリアンブルのうちの前記１つおよび前記プリアンブルのうちの前記別の１つは同
一である、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記検出手段は前記肯定応答を前記パルスのうちの２つの送信の間に検出するための手
段を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記パルスのうちの前記２つは前記プリアンブルのうちの前記別の１つに関連する、請
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求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記肯定応答はパルスの第２のシーケンスを備え、前記プリアンブルのうちの前記別の
１つに関連する前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは重複する
、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは部分的に重複する、請
求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　複数のプリアンブルを送信するように、ここにおいて前記プリアンブルのそれぞれの１
つはパルスのシーケンスを備え、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１つ
の送信の間に検出するように
実行可能な命令を備える機械読み取り可能媒体を備える、ワイアレス通信のためのコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項２３】
　感知されたデータを生成するように構成されるセンサと、
　前記センサに連結され、
　　複数のプリアンブルを送信するように、ここにおいて前記プリアンブルのそれぞれの
１つはパルスのシーケンスを備え、
　　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１
つの送信の間に検出し、前記感知されたデータの後の通信のための通信を確立するように
、
　構成される処理システムと、
を備える、感知デバイス。
【請求項２４】
　トランスジューサと、
　前記トランスジューサに連結され、ここにおいて前記プリアンブルのそれぞれの１つは
パルスのシーケンスを備え、
　　複数のプリアンブルを送信するように、
　　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１
つの送信の間に検出し、前記トランスジューサによって使用可能なデータの後の通信のた
めの通信を確立するように、
　構成される処理システムと、
を備えるヘッドセット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　前述の開示は例示的な態様および／もしくは態様を論じているとしても、様々な変化お
よび変更は添付の特許請求の範囲で定義されるような説明された態様および／もしくは態
様の範囲から逸脱することなく本明細書においてなされ得ることは留意されたい。更には
説明された態様および／もしくは態様の要素は単数形で説明され得る、もしくは主張され
得るとしても、単数形への限定が明示的に述べられない限り、複数形が考慮される。加え
て、任意の態様および／もしくは態様の全て、あるいは一部は、別の方法で述べられない
限り、任意の他の態様および／もしくは態様の全て、あるいは一部と共に利用され得る。
　以下に、本願出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
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　複数のプリアンブルを送信することと、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を、前記プリアンブルのうちの別の1
つの送信の間に検出することと、
を備える、ワイアレス通信のための方法。
　［Ｃ２］
　前記送信が前記複数のプリアンブルを引き続いて送信することを備える、Ｃ１に記載の
方法。
　［Ｃ３］
　前記プリアンブルのうちの前記１つおよび前記プリアンブルのうちの前記別の１つは同
一である、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記プリアンブルのそれぞれの１つはパルスのシーケンスを備え、前記検出は前記肯定
応答を前記パルスのうちの２つの送信の間に検出することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記パルスのうちの前記２つは前記プリアンブルのうちの前記別の1つに関連する、Ｃ
４に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記肯定応答はパルスの第２のシーケンスを備え、前記プリアンブルのうちの前記別の
１つに関連する前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは重複する
、Ｃ４に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは部分的に重複する、Ｃ
６に記載の方法。
　［Ｃ８］
　複数のプリアンブルを送信するように、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１つ
の送信の間に検出するように、
構成される処理システムを備える、ワイアレス通信ための装置。
　［Ｃ９］
　前記送信は前記複数のプリアンブルを引き続いて送信することを備える、Ｃ８に記載の
装置。
　［Ｃ１０］
　前記プリアンブルのうちの前記１つおよび前記プリアンブルのうちの前記別の１つ
は同一である、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１１］
　前記プリアンブルのそれぞれの１つはパルスのシーケンスを備え、前記検出は前記肯定
応答を前記パルスのうちの２つの送信の間に検出することを備える、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１２］
　前記パルスのうちの前記２つは、前記プリアンブルのうちの前記別の１つに関連する、
Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１３］
　前記肯定応答はパルスの第２のシーケンスを備え、前記プリアンブルのうちの前記別の
１つに関連する前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは重複する
、Ｃ１１に記載の装置。
　［Ｃ１４］
　前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは部分的に重複する、Ｃ
１３に記載の装置。
　［Ｃ１５］
　複数のプリアンブルを送信するための手段と、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１つ



(17) JP 2013-518461 A 2013.5.20

の送信の間に検出するための手段と、
を備える、ワイアレス通信のための装置。
　［Ｃ１６］
　前記送信手段は前記複数のプリアンブルを引き続いて送信するための手段を備える、Ｃ
１５に記載の装置。
　［Ｃ１７］
　前記プリアンブルのうちの前記１つおよび前記プリアンブルのうちの前記別の１つは同
一である、Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記プリアンブルのそれぞれの１つはパルスのシーケンスを備え、前記検出手段は前記
肯定応答を前記パルスのうちの２つの送信の間に検出するための手段を備える、Ｃ１５に
記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記パルスのうちの前記２つは前記プリアンブルのうちの前記別の１つに関連する、Ｃ
１８に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記肯定応答はパルスの第２のシーケンスを備え、前記プリアンブルのうちの前記別の
１つに関連する前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは重複する
、Ｃ１８に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記パルスのシーケンスおよび前記パルスの第２のシーケンスは部分的に重複する、Ｃ
２０に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　複数のプリアンブルを送信するように、
　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１つ
の送信の間に検出するように
実行可能な命令を備える機械読み取り可能媒体を備える、ワイアレス通信のためのコンピ
ュータプログラム製品。
　［Ｃ２３］
　感知されたデータを生成するように構成されるセンサと、
　前記センサに連結され、
　　複数のプリアンブルを送信するように、
　　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１
つの送信の間に検出し、前記感知されたデータの後の通信のための通信を確立するように
、
　構成される処理システムと、
を備える、感知デバイス。
　［Ｃ２４］
　トランスジューサと、
　前記トランスジューサに連結され、
　　複数のプリアンブルを送信するように、
　　前記プリアンブルのうちの１つに対する肯定応答を前記プリアンブルのうちの別の１
つの送信の間に検出し、前記トランスジューサによって使用可能なデータの後の通信のた
めの通信を確立するように、
　構成される処理システムと、
を備えるヘッドセット。
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